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七
寺
一
切
経
録
外
経
典
『
仏
説
老
女
経
』
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注

前

島

信

也

新

田

優

凡
例一

、
翻
刻
の
行
取
は
底
本
の
通
り
と
す
る
。

一
、
翻
刻
は
原
則
通
用
字
体
を
使
用
し
、
誤
写
等
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
。
虫
損
等
に
よ
っ
て
判
読

で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
□
で
示
し
、
残
画
か
ら
判
断
し
た
場
合
は
﹇

﹈
で
示
す
。
ま
た
適
宜
句
読

点
を
施
す
。

一
、
訓
読
と
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
上
段
に
訓
読
、
下
段
に
現
代
語
訳
を
、
内
容
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
配
置

す
る
。

一
、
本
経
は
白
文
の
た
め
、
適
宜
仮
名
を
補
い
な
が
ら
訓
読
す
る
。

一
、
現
代
語
訳
に
際
し
て
補
訳
・
補
注
は
（

）
で
提
示
す
る
。

一
、
こ
の
翻
刻
・
訓
読
・
訳
注
に
際
し
て
、
七
寺
様
よ
り
御
高
配
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
京
都
国
立
博
物
館

研
究
員
の
上
杉
智
英
氏
よ
り
、
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

仏
説
老
女
経

爾
時
老
女
往
詣
仏
所
白
仏
言
。
唯
願
世
尊
。
為

我
説
老
衰
憂
悲
因
縁
。
我
従
生
時
、
九
重
宮
内
被
囲

遶
八
万
采
女
、
珠
簾
幌
間
被
寵
愛
百
千
眷
属
。

身
至
七
十
有
余
之
時
、
无
一
塵
之
財
宝
不
従
一
人

眷
属
。
行
住
坐
臥
所
得
又
老
衰
之
苦
。
内
外
出
入

貯
唯
一
身
痛
。
就
中
扉(1)翠
賛
上
積
西
山
雪
。
満
月

(1
)
扉
…
「
翡
」
の
誤
り
か
。
訓
読
で
は
「
翡
」
と
す
る
。
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貌
間
畳
滄
海
波
。
膚
上
立
縛
野
山
葛
。
紅
蓮

身
体
如
鬼
形
。
鏡
底
対
面
者
鬼
神
。
衆
人
前
有

恥
辱
。
味
食
物
如
蘗
汚(2)。
軽
衣
裳
如
石
荷
。
和
吞

水
如
吞
荒(3)。
如
来
生
同
年
何
以
故
常
少
不
老
。

奉
見
者
歓
喜
。
聞
名
人
多
利
益
。
我
等
以
何
因
縁

故
逼
迫
。
見
者
誹
謗
親
属
放
出
哉
。
付
粉
如
雨

早
霜
槐
葉
。
塗
朱
似
灑
紅
紫
藍
葉
。
此
老

苦
従
内
来
耶
従
外
生
耶
。
仏
告
老
女
曰
。
善
哉
。
汝
我

問
老
苦
従
外
不
来
。
唯
有
汝
身
内
五
蔵
六
苻
中
。
所

謂
五
蔵
者
。
一
肝
蔵
。
二
者
心
蔵
。
三
肺
蔵
。
五
腎
蔵
也
。

肝
蔵
中
有
生
苦
種
子
。
心
蔵
中
有
老
苦
種
子
。
肺

蔵
中
有
病
苦
種
子
。
腎
蔵
中
有(4)死
苦
種
子
。
又
此
五

蔵
中
生
五
道
之
種
子
。
所
謂
地
獄
道
種
子
有
肝
蔵

中
。
餓
鬼
道
種
子
有
心
蔵
中
。
畜
生
道
種
子
有
肺

蔵
中
。
修
羅
道
種
子
有
腎
蔵
中
。
天
道
種
子
有
脾

蔵
中
。
又
此
五
蔵
中
有
五
智
五
仏
種
子
。
大
円
鏡
智

(2
)
汚
…
傍
注
で
「
汁
」
と
あ
る
。
訓
読
で
は
「
汁
」
と
す
る
。
(3
)
荒
…
底
本
で
は
異

体
字
。
(4
)
有
…
転
倒
符
あ
り
。
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種
子
有
肝
蔵
中
。
平
等
性
智
種
子
有
心
蔵
中
。
法
界

性
智
種
子
有
肺
蔵
中
。
妙
観
察
智
種
子
有
脾
蔵

中
。
成
所
作
智
種
子
有
腎
蔵
中
。
又
阿
閦
仏
種
子
有

肝
蔵
中
。
華
開
仏
種
子
有
心
蔵
中
。
阿
弥
陀
仏
種

子
有
肺
蔵
中
。
不
空
仏
種
子
有
腎
蔵
中
。
大
日
如
来

種
子
有
脾
蔵
中
也
。
譬
如
有
人
作
歌(5)儛
猿
楽(6
)為

者
得
被
物(7)緑(8)物
。
為
不
善
人
誹
謗
嘲
咲
。
汝
廻

五
道
生
死
。
荷
生
老
病
死
。
憂
悲
苦
悩
被
物
。
我

経
和
光
同
塵
八
相
成
道
之
路
。
被
三
十
二
相
八

十
種
好
緑(9)物
。
如
此
善
法
悪
法
。
无
不
心
所
為
堕

在
三
途
八
難
之
中
得
无
量
患
。
生
人
道
得
胎

卵
湿
化
卑
賤
醜
陋(10)之
形
。
従
外
不
来
従
心
出
生

也
。
老
衰
悲
泣
苦
患
不
撰
高
下
貴
賤
。
曳
付
帝

尺
炎
魔
之
耄(11)使
。
従
外
不
来
従
内
出
来
。
煩
悩

悪
業
病
患
不
畏
十
善
。
帝
王
姤
妃
采
女
至
身

体
病
苦
憂
唯
心
中
出
来
也
。
老
女
。
汝
六
親
眷

(5
)
歌
…
底
本
「
歌
歌
」、
上
一
字
に
見
せ
消
ち
あ
り
。
(6
)
楽
…
底
本
で
は
人
偏
に

「
楽
」。
(7
)
物
…
底
本
「
物
」
に
見
せ
消
ち
、
傍
注
「
物
」。
(8
)
緑
…
「
禄
」
の
誤
り

か
。
訓
読
で
は
「
禄
」
と
す
る
。
(9
)
緑
…
「
禄
」
の
誤
り
か
。
訓
読
で
は
「
禄
」
と
す
る
。

(10
)
陋
…
底
本
は
阜
偏
で
は
な
く
酉
偏
。
(11
)
耄
…
底
本
は
「
老
」
が
「
白
」
で
記
さ
れ

る
。
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属
放
出
不
可
為
憂
。
身
体
筋
力
容
貌
愛
敬
皆

去
。
更
願
不
来
。
何
況
外
人
。
尽
娑
婆
一
期
時
被

炎
魔
之
召(12)使
。
四
大
五
陰
破
時
。
象
阿
防
羅
刹

逼
迫
。
苦
悩
河
受
苦
河
愁
歎
河
度
三
津
河
。
超

死
手
山
峨
険
時
。
眼
前
所
雔
積
綾
羅
錦
繡
貯

一
塵
不
伴
。
上
馬
好
車
乗
物
。
皆
笛(13)生
死
。
旧

宅
妻
子
眷
属
一
人
不
送
迷
途
門
出
。
唯
我
身

具
行
者
夜
書(14)所
作
罪
業
影
耳
。
或
主
命
為

名
或
為
養
妻
子
眷
属
。
臨
江
河
漁
鱗
。
馳
山
野

殺
猪
鹿
。
為
利
益
取
用
他
物
。
憍
慢
故
自
讃
毀

他
。
如
此
罪
報
将
汝
令
向
炎
魔
獄
卒
。
所
思
惟

衰
老
苦
患
。
懺
悔(15)後
世
罪
報
。
発
一
念
道
心
願

求
无
上
菩
提
。
時
老
女
聞
此
事
発
阿
耨
菩

提
心
。
一
切
大
衆
信
受
奉
行
。

仏
説
老
女
経

一
校
了

慶
光

(12
)
召
…
底
本
「
苦
召
」、「
苦
」
に
見
せ
消
ち
あ
り
。
(13
)
笛
…
「
留
」
の
誤
写
か
。
訓

読
で
は
「
留
」
と
す
る
。
(14
)
書
…
「
昼
」
の
誤
り
か
。
訓
読
で
は
「
昼
」
と
す
る
。
(15
)

懺
悔
…
底
本
は
略
字
で
記
さ
れ
る
。
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【訓
読
】

仏
説
老
女
経(1)

爾
の
時
老
女
、
仏
の
所
に
往
詣
し
て
、
仏
に
白
し
て
言
く
、

唯
願
わ
く
は
世
尊
よ
。
我
が
為
に
老
衰
憂
悲
の
因
縁
を
説
き
た
ま
え
。
我
生
ま
れ
し

時
従
り
、
九(2)重(3
)の

宮
の
内
に
八
万
采
女(4
)に

囲
繞
せ
ら
れ
、
珠
簾(5
)の

幌
の
間
に
百
千
眷

属
に
寵
愛
せ
ら
る
。
身
、
七
十
有
余(6)に
至
る
の
時
、
一
塵
の
財
宝
も
無
く
、
一
人
の

眷
属
も
従
わ
ず
。
行
住
坐
臥
に
得
る
所
は
、
又
老
衰
の
苦
な
り
。
内
外
出
入
に
も
、

唯
一
身
に
痛
み
を
貯
う
。

就
中
、
翡(7)翠
の
賛(8
)の

上
に
、
西
山
の
雪
を
積
む(9
)。

満
月
の
貌
の
間
に
、
滄
海
の
波
を

畳
む(10)。
膚
の
上
に
野
山
の
葛
の
縛
が
立
つ(11)。
紅
蓮
の
身
体
は
鬼
形
の
如
く
、
鏡
底
に

対
面
す
る
は
鬼
神
な
り
。
衆
人
の
前
に
し
て
恥
辱
有
り
。
食(12)物
の
味
わ
い
は
蘗
汁(13
)の

如
く
、
衣
裳
の
軽
さ
は
石
荷
の
如
く
、
吞
む
水
の
和
ら
か
さ
は
吞
荒
の
如
し
。

如
来(14)は
同
年
に
生
ま
る
る
も
、
何
を
以
て
の
故
に
常
に
少
く
老
い
ざ
る
や
。
見
奉
ま

つ
る
者
は
歓
喜
し
て
、
名
を
聞
く
人
利
益
多
し
。
我
等
何
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
逼

迫
し
、
見
る
者
誹
謗
し
親
属
の
放
出
す
る
や
。
粉(15)を
付
す
も
早
霜
の
槐(16
)葉

に
雨
ふ
る

（ 66 ）

【現
代
語
訳
】

仏
説
老
女
経

そ
の
時
、
老
女
は
仏
の
所
に
参
上
し
、
仏
に
(以
下
の
よ
う
に
）
申
し
上
げ
た
。

た
だ
願
わ
く
は
世
尊
よ
。
私
の
た
め
に
老
衰
憂
悲
の
因
縁
に
つ
い
て
説
い
て
く
だ
さ

い
。
私
は
生
ま
れ
た
時
よ
り
宮
中
で
八
万
の
女
官
に
囲
ま
れ
て
、
珠
簾
の
幌
の
な
か

で
百
千
の
眷
属
に
寵
愛
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
(し
か
し
、
私
の
）
身
が
七
十
才
を
過

ぎ
て
か
ら
は
、
少
し
の
財
宝
も
な
く
、
一
人
の
眷
属
に
も
付
き
従
わ
れ
ず
、
た
だ
行

住
坐
臥
に
老
衰
の
苦
し
み
を
得
て
お
り
ま
す
。
(そ
れ
は
体
の
）
内
に
も
外
に
も
、
息

を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
も
、
こ
の
身
に
痛
み
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く

の
で
す
。

と
り
わ
け
、
翡
翠
の
(よ
う
に
黒
々
と
し
て
い
た
）
頭
の
上
は
、
西
山
に
雪
が
積
も
る

よ
う
に
(白
髪
と
な
り
）、
満
月
の
よ
う
な
(ふ
く
よ
か
で
あ
っ
た
）
顔
に
は
蒼
海
の
波
の

よ
う
に
(皺
が
）
畳
ま
れ
ま
し
た
。
肌
の
上
に
は
野
山
に
生
え
る
葛
の
よ
う
に
血
管

が
浮
き
出
て
お
り
、
赤
く
な
っ
た
身
体
は
鬼
の
形
の
よ
う
で
あ
り
、
鏡
に
映
る
も
の

は
鬼
神
の
よ
う
で
す
。
(そ
の
よ
う
な
姿
で
）
人
々
の
前
に
現
わ
れ
る
の
は
恥
ず
か
し

い
も
の
で
す
。
食
べ
物
を
食
べ
て
も
黄
檗
の
汁
の
よ
う
な
味
に
感
じ
、
着
て
い
る
服

の
重
さ
も
石
を
背
負
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
水
を
飲
む
に
も
と
げ
と
げ
し
く
感
じ
て

し
ま
う
の
で
す
。

如
来
は
同
じ
年
に
生
ま
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
常
に
若
く
あ
っ
て
老
い
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
(仏
を
）
見
る
も
の
は
歓
喜
し
て
、
(仏
の
）
名
を
聞
い
た
人
に
は
利
益
が

多
く
あ
る
。
(一
方
）
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
因
縁
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
、
(私
を
）



が
如
く
、
朱
を
塗
る
も
紅
紫
の
藍
葉
に
灑
る(17
)が

似
し
。
此
の
老
苦
は
、
内
従
り
来
た

る
や
、
外
従
り
生
ず
る
や
。

仏
、
老
女
に
告
げ
て
曰
く
、

善
き
か
な
。
汝
、
我
に
問
う
こ
と
の
老
苦
、
外
従
り
来
た
ら
ず
、
唯
汝
の
身
内
、
五

蔵
六
苻(18)中
に
有
り
。
所
謂
る
五
蔵(19
)と

は
、
一
肝
蔵
、
二
は
心
蔵
、
三
肺
蔵
、
五
腎
蔵

な
り
。
肝
蔵
の
中
に
生
苦
の
種
子
有
り
。
心
蔵
の
中
に
老
苦
の
種
子
有
り
。
肺
蔵
の

中
に
病
苦
の
種
子
有
り
。
腎
蔵
の
中
に
死
苦
の
種
子
有
り
。
又
此
の
五
蔵
の
中
に
五

道
の
種
子
を
生
ず
。
所
謂
る
地
獄
道
の
種
子
、
肝
蔵
の
中
に
有
り
。
餓
鬼
道
の
種
子
、

心
蔵
の
中
に
有
り
。
畜
生
道
の
種
子
、
肺
蔵
の
中
に
有
り
。
修
羅
道
の
種
子
、
腎
蔵

の
中
に
有
り
。
天
道
の
種
子
、
脾
蔵
の
中
に
有
り
。
又
此
の
五
蔵
の
中
に
五
智
、
五

仏
種
子
有
り
。
大
円
鏡
智
の
種
子
、
肝
蔵
中
に
有
り
。
平
等
性
智
の
種
子
、
心
蔵
中

に
有
り
。
法
界
性
智
の
種
子
、
肺
蔵
中
に
有
り
。
妙
観
察
智
の
種
子
、
脾
蔵
中
に
有

り
。
成
所
作
智
の
種
子
、
腎
蔵
中
に
有
り
。
又
阿
閦
仏
の
種
子
、
肝
蔵
中
に
有
り
。

華
開
仏(20)の
種
子
、
心
蔵
中
に
有
り
。
又
阿
弥
陀
仏
の
種
子
、
肺
蔵
中
に
有
り
。
不
空

仏
の
種
子
、
腎
蔵
中
に
有
り
。
大
日
如
来
の
種
子
、
脾
蔵
中
に
有
る
な
り
。

喩
え
ば
有
る
人
、
歌(21)儛
・
猿
楽
を
作
ら
ん
と
為
ば
被
物
・
禄
物(22
)を

得
て
、
為
し
善
か

ら
ざ
る
人
は
誹
謗
嘲
咲
さ
る
る
が
如
し
。
汝(23)、
五
道
生
死
を
廻
り
、
生
老
病
死
・
憂
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見
る
も
の
は
誹
謗
し
、
親
族
に
見
放
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
(た
と
え
私
が
）
白
粉
を

塗
っ
て
も
槐
の
葉
に
降
り
た
霜
に
雨
が
ふ
る
よ
う
に
(す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
い
）、
紅
を

差
し
て
も
、
紅
葉
し
た
青
葉
に
斑
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
老
苦
は
、
(私
の
）
内
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
外
か
ら
生

じ
た
も
の
で
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

仏
は
老
女
に
(以
下
の
よ
う
に
）
告
げ
た
。

良
き
か
な
。
あ
な
た
が
私
に
尋
ね
た
老
苦
は
、
外
か
ら
き
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
な

た
の
体
の
内
側
、
五
臓
六
腑
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
五
臓
と
は
、
一
つ
に

肝
臓
、
二
つ
に
心
臓
、
三
つ
に
肺
臓
、
(そ
し
て
）
五
に
腎
臓
で
す
。
そ
し
て
肝
臓

の
な
か
に
は
生
苦
の
種
子
が
あ
り
、
心
臓
の
な
か
に
は
老
苦
の
種
子
が
あ
り
、
肺
臓

の
な
か
に
は
病
苦
の
種
子
が
あ
り
、
腎
臓
の
な
か
に
は
死
の
種
子
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
五
臓
の
な
か
に
は
五
道
の
種
子
も
生
じ
ま
す
。
地
獄
道
の
種
子
は
肝
臓
の

な
か
に
あ
り
、
餓
鬼
道
の
種
子
は
心
臓
の
な
か
に
あ
り
、
畜
生
道
の
種
子
は
肺
臓
の

な
か
に
あ
り
、
修
羅
道
の
種
子
は
腎
臓
の
な
か
に
あ
り
、
天
道
の
種
子
は
脾
臓
の
な

か
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
五
臓
の
な
か
に
、
五
智
・
五
仏
の
種
子
も
あ
り
ま
す
。

大
円
鏡
智
の
種
子
は
肝
臓
の
な
か
に
あ
り
、
平
等
性
智
の
種
子
は
心
臓
の
な
か
に
あ

り
、
法
界
性
智
の
種
子
は
肺
臓
の
中
に
あ
り
、
妙
観
察
智
の
種
子
は
脾
臓
の
な
か
に

あ
り
、
成
所
作
智
の
種
子
は
腎
臓
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
阿
閦
仏
の
種
子
は

肝
臓
の
な
か
に
あ
り
、
華
開
仏
の
種
子
は
心
臓
の
な
か
に
あ
り
、
ま
た
阿
弥
陀
仏
の

種
子
は
肺
臓
の
な
か
に
あ
り
、
不
空
仏
の
種
子
は
腎
臓
の
な
か
に
あ
り
、
大
日
如
来

の
種
子
は
脾
臓
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
あ
る
人
が
、
歌
舞
・
猿
楽
を
作
っ
て
被
物
・
禄
物
を
得
る
(一
方
で
）、
も
し

善
く
な
い
と
思
う
人
が
い
れ
ば
誹
謗
嘲
笑
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
、



悲
苦
悩
の
被
物
を
荷
う
。
我
、
和
光
同
塵
・
八
相
成
道
の
路
を
経
て
三
十
二
相
八
十

種
好
の
禄
物
を
被
る
。

此
の
如
き
善
法
・
悪
法
、
心
所
な
ら
ざ
る
こ
と
无
き
が
為
に
、
堕
し
て
三
途
八
難
の

中
に
在
し
て
、
无
量
の
患
を
得
て
人
道
に
生
ず
。
胎
卵
湿
化
・
卑
賤
醜
陋
の
形
を
得

る
こ
と
、
外
従
り
来
た
ら
ず
、
心
従
り
出
生
す
る
な
り
。
老
衰
の
悲
泣
苦
患
は
、
高

下
貴
賤
を
撰
ば
ず
。
帝
尺
炎
魔
の
耄
使(24)を
曳
き
付
く
こ
と
、
外
従
り
来
た
ら
ず
、
内

従
り
出
で
来
た
る
。
煩
悩
悪
業
病
患
は
十
善
を
畏
れ
ず
に
帝
王
姤
妃
采
女
ま
で
に
至

る
。
身
体
の
病
苦
の
憂
は
唯
だ
心
中
よ
り
出
で
来
た
る
な
り
。

老
女
よ
。
汝
六
親
眷
属
に
放
出
さ
る
を
憂
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
身
体
筋
力
容
貌
愛
敬

は
皆
去
る
。
更
に
願
っ
て
も
来
た
ら
ず
。
何
ぞ
況
や
外
人(25)を
や
。
娑
婆
の
一
期
が
尽

き
ん
時
、
炎
魔
の
召
使
を
被
ら
ん
。
四
大
五
陰(26)を
破
す
る
時
、
象
、
阿
防
羅
刹(27)逼
迫

す
。
苦
悩
河
、
受
苦
河
、
愁
歎
河
、
三
津
河(28)を
度
り
、
死
手
山(29
)の

峨
険
な
る
を
超
え

ん
時
、
眼
前
の
並
べ
積
ま
れ
た
る
綾
羅
錦
繡(30)の
貯
え
一
塵
も
伴
わ
ず
、
上
馬
好
車
乗

物
も
皆
生
死
に
留
む
。
旧
宅
の
妻
子
眷
属
一
人
も
迷
途
の
門
出
を
送
ら
ず
。
唯
だ
我

が
身
に
具
す
る
行
者
は
夜
昼
に
作
す
と
こ
ろ
の
罪
業
の
影
の
み
。

或
い
は
主
の
命
を
名(31)と
為
て
、
或
い
は
妻
子
・
眷
属
を
養
わ
ん
が
為
に
、
江
河
に
臨

ん
で
鱗
を
漁
り
、
山
野
を
馳
し
て
猪
鹿
を
殺
す
。
利
益
の
為
に
他
物
を
取
用
す
。
憍

（ 68 ）

五
道
生
死
を
め
ぐ
っ
て
、
生
老
病
死
・
憂
悲
苦
悩
と
い
う
被
物
を
背
負
い
ま
し
た
。

(一
方
、）
私
は
和
光
同
塵
・
八
相
成
道
の
路
を
経
て
、
三
十
二
相
・
八
十
種
好
の
禄

物
を
得
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
善
法
と
悪
法
は
心
を
原
因
と
し
て
生
じ
る
物
で
あ
る
の
で
、
三
途
八
難

の
な
か
に
堕
ち
て
、
多
く
の
患
い
を
得
て
、
人
道
に
生
じ
ま
す
。
胎
卵
湿
化
・
卑
賤

醜
陋
の
形
を
得
る
こ
と
も
、
外
か
ら
で
は
な
く
心
か
ら
生
じ
る
も
の
な
の
で
す
。
老

衰
の
悲
し
き
苦
し
み
は
、
身
分
の
貴
賤
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

帝
釈
天
の
炎
魔
の
使
い
を
引
き
つ
け
て
し
ま
う
の
は
、
外
か
ら
で
は
な
く
、
内
か
ら

生
じ
る
も
の
な
の
で
す
。
煩
悩
・
悪
業
・
病
気
は
、
十
善
を
恐
れ
る
事
な
く
帝
王
や

后
妃
、
采
女
に
ま
で
や
っ
て
き
ま
す
。
身
体
の
病
苦
の
憂
い
は
た
だ
心
の
中
か
ら
生

じ
る
物
な
の
で
す
。

老
女
よ
。
あ
な
た
は
親
族
に
見
放
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身

体
・
筋
力
・
容
貌
・
愛
敬
も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い
ま
さ
ら
願
っ
て
も

戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
親
族
以
外
の
人
で
あ
る
な
ら
ば
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
娑
婆
で
の
一
生
が
終
わ
る
時
、
炎
魔
の
召
使
が
や
っ
て
き
ま
す
。

肉
体
が
失
わ
れ
る
と
き
に
、
象
・
地
獄
の
獄
卒
が
迫
っ
て
き
ま
す
。
苦
悩
の
河
・
受

苦
河
・
愁
歎
河
の
、
三
津
の
河
を
渡
っ
て
、
険
し
い
死
手
山
を
越
え
る
と
き
、
目
の

前
に
並
べ
積
ま
れ
た
豪
華
な
服
の
蓄
え
も
全
く
持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
上

馬
・
好
車
・
乗
り
物
も
み
な
生
死
に
留
ま
る
の
で
す
。
(生
き
て
い
た
時
の
）
旧
宅
の

妻
子
眷
属
が
ひ
と
り
も
(あ
な
た
の
）
迷
途
の
門
出
を
送
る
こ
と
な
く
、
た
だ
自
分
自

身
に
従
う
行
者
は
、
私
自
身
が
昼
夜
に
お
こ
な
っ
た
罪
業
の
影
だ
け
な
の
で
す
。

或
い
は
主
人
の
命
令
の
も
と
に
、
も
し
く
は
妻
子
眷
属
を
養
う
た
め
に
、
川
に
行
っ

て
魚
を
取
り
、
山
を
走
っ
て
猪
鹿
を
殺
す
。
利
益
の
た
め
に
他
人
の
物
を
盗
む
。
驕



慢(32
)な

る
が
故
に
自
ら
讃
じ
他
を
毀
す
。
此
の
如
き
罪
報
が
将
に
汝
を
炎
魔
獄
卒
に
向

わ
し
め
ん
と
す
。
思
惟
す
る
所
、
衰
老
苦
患
、
懺
悔
す
る
は
後
世
の
罪
報
。
一
念
道

心
を
発
し
て
无
上
菩
提
を
願
求
せ
よ
。

時
に
老
女
、
此
の
事
を
聞
き
て
阿
耨
菩
提
心
を
発
す
。
一
切
の
大
衆
、
信
受
奉
行
す
。

注(1
)
こ
の
経
典
は
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』、『
新
猿
楽
記
』
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。『
玉

造
小
町
子
壮
衰
書
』
に
つ
い
て
は
、
女
性
と
老
苦
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
事
、
本
文
中
の
「
七

十
有
余
」
と
い
う
具
体
的
表
現
、「
錦
繡
」「
珠
簾
」「
翡
翠
」
と
い
っ
た
語
句
の
一
致
か
ら
。

『
新
猿
楽
記
』
に
つ
い
て
は
、
語
句
と
表
現
の
一
致
か
ら
判
断
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
平
安
期
成

立
の
典
籍
で
あ
り
、
そ
の
成
立
背
景
が
近
似
す
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

(2
)
対
句
「
九
重
宮
内
被
囲
繞
八
万
采
女
／
珠
簾
幌
間
被
寵
愛
百
千
眷
属
」。

(3
)
九
重
…
こ
こ
の
え
。
内
裏
。
宮
中
。

(4
)
八
万
采
女
…
「
八
万
四
千
采
女
」
の
表
現
で
あ
れ
ば
、『
四
十
華
厳
』
内
に
用
例
が
あ
る

（
正
蔵
一
〇
・
七
八
六
上
）。
ま
た
、
追
句
と
し
て
対
応
す
る
「
百
千
眷
属
」
も
位
置
は
異
な
る

が
『
四
十
華
厳
』
に
用
例
が
あ
る
（
正
蔵
一
〇
・
七
六
二
上
）。

(5
)
珠
簾
…
珠
玉
で
飾
っ
た
す
だ
れ
。

(6
)
七
十
有
余
…
小
野
小
町
の
没
落
の
時
期
と
一
致
す
る
か
。

(7
)
対
句
「
翡
翠
賛
上
積
西
山
雪
／
満
月
貌
間
畳
滄
海
波
」。

(8
)
賛
…
意
味
が
取
れ
ず
。
対
句
表
現
か
ら
「
貌
」
に
対
応
す
る
「
頁
」（
頭
の
意
）
の
誤
写

で
あ
る
と
推
定
。

(9
)
翡
翠
の
〜
を
積
む
…
「
翡
翠
」
に
髪
を
示
す
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
黒
々
と
し
た
髪
が

「
西
山
の
雪
」
の
よ
う
に
白
髪
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
指
す
か
。

(10
)
満
月
の
〜
を
畳
む
…
「
満
月
貌
」
は
ふ
く
よ
か
な
顔
か
ら
、「
滄
（「
蒼
」
で
あ
れ
ば
「
年

老
い
た
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
）
海
の
波
」
の
よ
う
に
皺
だ
ら
け
の
顔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
指
す
か
。
皺
を
波
に
喩
え
る
表
現
は
『
新
猿
楽
記
』「
第
一
」
に
も
見
え
る
。

(11
)
膚
の
上
〜
が
立
つ
…
筋
張
っ
た
、
も
し
く
は
血
管
が
浮
き
出
た
よ
う
な
痩
せ
こ
け
た
肌
を

指
す
か
。

(12
)
対
句
「
味
食
物
如
蘗
汁
／
軽
衣
裳
如
石
荷
／
和
吞
水
如
吞
荒
」。

(13
)
檗
汁
…
黄
檗
の
汁
。

(14
)
如
来
…
本
経
冒
頭
は
「
仏
」
を
使
用
す
る
。
老
女
の
語
り
部
分
で
あ
る
た
め
「
如
来
」
と

す
る
か
。

(15
)
対
句
「
付
粉
如
雨
早
霜
槐
葉
／
塗
朱
以
灑
紅
紫
藍
葉
」。

(16
)
槐
…
マ
メ
科
の
落
葉
樹
。

(17
)
灑
る
…
ち
る
。
口
紅
を
塗
っ
た
と
し
て
も
荒
れ
た
唇
で
は
斑
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
。

(18
)
五
蔵
六
苻
…
本
来
は
五
臓
六
腑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ま
ま
表
記
す

る
。「
五
蔵
」
の
表
記
は
『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
』
二
（『
正
蔵
』
二
一
・
五
四

五
上
）、『
陀
羅
尼
雑
集
』
二
（『
正
蔵
』
二
一
・
五
八
六
中
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

(19
)
五
蔵
…
『
佛
頂
尊
勝
心
破
地
獄
轉
業
障
出
三
界
祕
密
三
身
佛
果
三
種
悉
地
眞
言
儀
軌
』

（『
正
蔵
』
一
八
・
九
一
四
下
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

五
蔵

肝
：
赤
蓮
華
・
東
方
・
阿
閦
仏

肺
：
青
蓮
華
・
西
方
・
無
量
寿
仏

心
：
黄
蓮

（ 69 ）

慢
で
あ
る
た
め
に
、
自
賛
し
他
人
を
謗
る
。
こ
の
よ
う
な
罪
報
が
、
ま
さ
に
あ
な
た

を
炎
魔
の
獄
卒
に
む
か
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
思
う
と
こ
ろ
は
衰
老
苦
患
、
懺

悔
す
る
の
は
後
世
の
罪
報
。
一
念
に
道
心
を
起
こ
し
て
無
上
の
菩
提
を
求
め
な
さ
い
。

こ
の
時
老
女
は
仏
の
説
示
を
聞
い
て
阿
耨
菩
提
心
を
発
し
ま
し
た
。
一
切
の
大
衆
は
こ
れ

を
信
受
し
て
奉
行
し
ま
し
た
。



華
・
南
方
・
寳
生
仏

腎
：
紅
蓮
華
・
北
方
・
釈
迦

脾
：
白
蓮
花
・
中
央
・
大

日
如
来

ま
た
、『
往
生
要
集
』
上
（『
正
蔵
』
八
四
・
三
八
上
）
で
も
五
蔵
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で

は
脾
臓
を
除
い
た
四
つ
し
か
提
示
し
て
い
な
い
。
次
の
記
述
に
あ
る
生
老
病
死
の
記
述
に
対
応

さ
せ
て
い
る
か
。

(20
)
華
開
仏
…
開
敷
華
王
如
来
を
指
す
か
。
五
仏
で
は
寳
生
如
来
が
配
当
さ
れ
る
。「
華
開
仏
」

の
用
例
は
今
の
と
こ
ろ
『
仏
名
経
』
と
『
勝
軍
不
動
明
王
四
十
八
使
者
祕
密
成
就
儀
軌
』
の
み

で
確
認
。「
開
敷
王
如
来
」
と
し
て
は
、『
一
字
仏
頂
輪
王
経
』、『
大
日
経
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
経
典
で
は
五
智
と
五
仏
が
対
応
し
て
お
ら
ず
、
阿
弥
陀
如
来
と
大
日
如
来
が
逆
転

し
て
い
る
。

(21
)
歌
儛
猿
〜
が
如
し
…
「
歌
儛
猿
楽
を
作
ら
ん
と
為
ば
被
物
・
禄
物
を
得
て
」
と
「
為
し
善

か
ら
ざ
る
人
は
誹
謗
嘲
笑
を
為
す
」
が
一
部
不
自
然
な
が
ら
も
対
比
と
な
る
か
。
も
し
く
は
脱

文
を
想
定
し
、「（
為
し
善
き
人
は
）
被
物
・
禄
物
を
得
て
」
と
考
え
る
べ
き
か
。

(22
)
被
物
・
禄
物
…
『
新
猿
楽
記
』
に
被
物
・
禄
物
の
用
例
を
確
認
。
こ
こ
で
は
被
物
を
「
か

つ
け
も
の
（
纏
頭
）」
と
し
、
禄
物
を
「
禄
賜
也
」
と
す
る
。

(23
)
汝
五
道
〜
を
被
る
…
「
汝
廻
五
道
生
死
。
荷
生
老
病
死
。
憂
悲
苦
悩
被
物
／
我
経
和
光
同

塵
。
八
相
成
道
之
路
。
被
三
十
二
相
。
八
十
種
好
緑
物
」
と
な
り
、
不
完
全
な
追
句
表
現
と
な

っ
て
い
る
。

(24
)
耄
使
…
老
人
の
姿
を
し
た
使
い
の
こ
と
か
。

(25
)
外
人
…
家
族
・
親
戚
・
仲
間
な
ど
で
は
な
い
人
。

(26
)
四
大
五
陰
…
肉
体
の
こ
と
を
指
す
か
。

(27
)
阿
防
羅
刹
…
地
獄
の
獄
卒
。

(28
)
苦
悩
河
受
苦
河
愁
歎
河
三
津
河
…
「
三
津
河
（
三
途
の
河
）」
を
「
苦
悩
河
」「
受
苦
河
」

「
愁
歎
河
」
の
三
つ
の
河
と
し
て
扱
う
事
例
を
他
に
確
認
で
き
ず
。

(29
)
死
手
山
…
し
で
の
や
ま
。『
十
王
経
』
の
「
死
天
山
」
を
語
源
と
す
る
か
。『
十
王
経
』
も

日
本
撰
述
偽
経
と
さ
れ
る
。

(30
)
綾
羅
錦
繡
…
美
し
い
衣
服
、
美
し
く
着
飾
る
こ
と
。

(31
)
名
…
こ
こ
で
は
、「
形
式
」「
理
由
」
の
意
味
で
取
る
。

(32
)
憍
慢
…
『
老
女
経
』
と
い
う
老
女
の
為
に
説
か
れ
る
経
典
の
中
で
、
驕
慢
の
罪
の
大
き
さ

が
殺
生
・
偸
盗
と
並
ん
で
記
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』

の
内
容
や
、『
十
訓
抄
』
と
も
関
連
す
る
か
。

（ 70 ）
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